
令和6事務年度

第2回 フォローアップ研修

令和6年9月 12日（木）

13:30~15:30 

（於：局7階716会議室）

事前確認審査課



裏面・白紙



資料1

機能リスク分析

（作業）



研修の目的

① 「ヒアリング予定部署を教えてください。先に
日程調整したいので」に答えられるようになる。

②機能リスク分析で行うことが具体的に描けるよ
うになる。
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1機能リスク分析 I
審査対象法人及び国外関連者が、何をやっているかを理解し 「禾庄益双乃原身史」を把握すること

一準備編 l 
ユー ，J 
① 申出書の記載内容の確認

② 前回審査、前回協議の合意内容を確認

③ 過去の年次報告書の確認

④ 類似事案の機能・リスク分析の確認

⑤ 業界情報を収集

⑥ HPから情報収集
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［①申出書の記載内容の確認 一
-

► 申出書における審査対象法人及び国外関連者の機能を整理

字申出書を読みながら
E 

► 申出書の内容で不足する部分の内容を確認

字申出書の疑問点の洗い出し

•新規事案・・・会社全体の組織の理解が必要

•更新事案・..前回審査から変わったところに重点を置く

例：拡大した部署、縮小した部署
新しくできた部署、なくなった部署
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機能分析で必要な資料

資本系統図 ヽ

組織図

従業員数、部署ごとの従業員数

出向者の状況 人数・役職・期間的な推移

取引図（第三者からの仕入、第三者への売上含む）

（あれば）機能ごとの業務フロー

確認対象取引の内容（契約書の写し、製品・商品・部品、取引条件等）

取引が関係するその他関連者の事業概況、財務数値

確認対象取引及びその他関連者との価格設定方法

業界におけるシェア、順位、競合他社
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機能リスク分析で必要な内容（機能別）

・小売：店舗数、店舗ごとの損益・従業員数、販売員の教育、販売先の開拓

・卸売：代理店、二次卸等の数、代理店の開拓、指導に関して独自性の有無

・販売活動：マーケティング、販売マニュアル、販売計画、クレーム対応、アフターサービス

・工場数、設立年月日、所在地、面積

•生産しているもの（審査対象法人と国外関連者が生産している製品の相違）、製品の独自性

・ライン数、生産能力、稼働率、生産計画、原材料の調達、製造ノウハウ、クレーム対応

・部署ごとの従業員数、研究開発の種類や内容、開発期間及び金額の推移

・審査対象法人と国外関連者の研究開発における役割（研究開発実施部署、双方の関わり、申

請から承認のプロセス）、予実算の状況
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► 雑誌、新聞、業界誌、審査対象法人がテーマとなる書籍による情報収集

⇒会社が力を入れているところを把握する

► 矢野経済研究所、国立国会図書館

，
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► 審査対象法人及び国外関連者のHPを確認

・事業概要、業務内容、製桂私 商品等の確認ができる

・子供用サイト、 WEBの工場見学等も有用

製品、商品をよ
く知ることがポ

イント！ ！ 

・有価証券報告書、 アニュアルレポート等の入手（事業概要、業績、関連会社の確認）

► プレリリース、株主総会資料等、 HP掲載内容を確認
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以上、①～⑥を確認し、審査案を記載して
分からなかったことや、申出書記載内容の

根拠資料を求める

資料提出依頼書を作成し

審査対象法人に送付する
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I臨場編（ヒアリング）1 
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二臨場編（ヒアリング）I 

14 



I臨場編（ヒアリング） : 
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I ヒアリング終了後編 : 
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裏面・白紙



資料2

機能リスク分析

（事例研究）



機能・リスク分析（事例） （注）実際の事例を研修用にしています。
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資料3

機能リスク分析

（事例検討）
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機能分析（ ‘,‘・ 

32 



リスク分析（ ‘,‘, 
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